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第41回入学式
４月６日（月）に入学式を挙行しまし

た。３名の新１年生は、しっかりした態
度で入学式に臨み、新たなスタートに強
い意欲と希望を抱いていることが伺えま
した。
入学生を代表とし

て、田島マイケルレス
ターさんが、「新しく
始まる中学校生活に大
きな期待がある一方、
勉強についていけるだ
ろうかという不安もあ
ります。早く中学校に
慣れるために分からな
いことがあったら、自
分から先生方や先輩方
に質問していきたいです。先輩方が築き
上げてきた海陽中学校の伝統を学び、さ
らに発展させられるように努力していき
たいと思います。」と、誓いの言葉を堂々
とした態度で述べました。

基礎学力の確実な定着・向上を目指して
学校長 前田真喜子

令和２年度がスタートしました。真新しい制服
に身を包み、元気に登校する１年生に、２、３年
生の先輩が日々の学校生活の過ごし方や生徒会活
動等を優しく教える姿に，また教えられたことを
素直に一生懸命取り組む姿に、心が温かくなる毎
日です。コロナウイルス感染症の動向が気になり
ますが、この 1 年に全校生徒 17 名一人一人が自
分の特性を活かし、主体的に行動し思い出多き 1
年となる学校生活が送ることができるように本校
職員も一丸となり取り組んでいきたいと考えてい
ます。様々な教育活動にも工夫・変更を、場合に
よっては中止を余儀なくされるものもあるかもし
れませんが、海陽中学校で過ごすこの１年を、最
高の笑顔で締めくくることができるよう、ご協力
とご支援等をお願い致します。
【学校教育目標】
『ふるさとを愛し、確かな学力を身につけ、心豊かに
たくましく生きぬく生徒を育成する』

【目指す学校像】
１ 基礎的・基本的な学力の定着と確かな学力の育成を
図る学校

２ 一人一人の生徒の個性や主体性･自立性を育てる学校
３ 生徒が自ら気づき，考え、粘り強く実践する学校
４ 常に整備された環境の中で，ともに学び，鍛え合い，
前進する学校
５ 教師と保護者・地域社会が相携えて生徒の健全育成
に努める学校
本年度の「目指す学校像」のトップに学力向上に関す
る目標として、子供たちの基礎基本的な学力の定着を挿
入しました。「読み書きそろばん」と言われる学力の基
本で部分である計算力・読む力（読解力）も含めた学習
内容の基礎・基本的部分を確実に身につけることを本年
度特に取り組んでいきます。朝学習では，週３回数学の
計算力等の向上に取り組みます。昨年度も子供たちに、
授業の分からないことに関する質問を積極的にするよう
声かけしてきましたが、本年度も「分からないことを分
からないままにしない。」「分からないことを質問して帰
る。」など主体的に学習に臨む姿勢の育成に努めたいと
思います。そのための放課後の質問や自主学習等の積極
的な奨励とサポートをしていきます。ご家庭でも、ぜひ
声かけをお願いします。
最後に、コロナウイルス感染状況等で、予測の

難しい中ではありますが、地域や保護者の皆様方
のご理解･ご協力を得ながら今年度の学校経営に
臨んで参りたいと思います。どうぞよろしくお願
い致します。

転入職員紹介
本年度の定期人事異動で、以下の３名

の教職員が赴任して参りました。本校の
生徒や教育活動の充実のため、精一杯努
力したいと考えています。どうぞよろし
くお願いいたします。

堀口 文悟 先生（保体・美術）
阿久根市立三笠中学校より

原園 容子 先生（音楽・家庭）
育児休業より復職

篠原 ゆり 先生 (支援員)
薩摩川内市立手打小学校より



生徒会オリエンテーション
４月９日（木）６

校時に生徒会オリエ
ンテーションを実施
しました。
生徒会役員が海陽

中一日の流れを寸劇
で紹介したり、各専
門部の活動内容や学
校生活のきまり等に
ついて、パソコン等
を活用し説明したり
しました。また、部
活動紹介ではユニフ
ォーム姿になって、キャプテンを中心に、
きびきびとした動作の中にも楽しい雰囲
気で日頃の練習の一部を紹介しました。

１学期始業式
４月６日（月）に始業式を行い，本年
度の学校生活がスタートしました。３年
生・２年生へと進級し、新たな気持ちで
個人や集団の目標や計画を立て、海陽中
での自分の役割や立場等を自覚して行動
しようという意気込みが感じられまし
た。始業式の中で、２年生代表の川畑慎
之介さんは、「２年生になって頑張りた
いことは部活です。もっと練習をして１
年生の頃よりも上手くなりたいです。ま
た、３年生にはもっとたくさんのことを
教えてもらい、１年生には自分の教えら
れことを教えてあげたいです。」と決意
を述べました。
３年生代表の植村藍琉さんは、「学習

面では受験に向けて、今まで習ってきた
ことを計画的に復習し、学習時間を増や
すように努力したいです。生活面では、
積極的にいろい
ろな行事に取り
組み、たくさん
の思い出を作っ
て充実した１年
を過ごしたいで
す。」と力強く
発表しました。

コロナウイルス感染症対策（マスク製作）
新型コロナウイル

スの影響により、紙
製マスクは品薄状態
にあり、マスクの入
手が難しいことは周
知のとおりです。一
方、学校では感染予
防のため、マスクの
着用を義務づけてい
る状況ですので、マスクを着用できない状況
を打開する必要があります。その対策として、
４月７日、布製マスクの製作授業を全校生徒
に実施しました。先生方の協力を得ながら、
全員マスクを作ることができました。毎日積
極的に活用して感染を予防してほしいと思い
ます。

５月行事予定
9 (土）引き渡し訓練（小→中）
12 (火）クリーン作戦
19 (火）生徒集会・全校朝会
21 (木）下甑地域校外生活指導連絡協議会総会
22（金）第1回市中学校生徒会連絡会
28 (木）代議員会・生徒会専門部会

実力テスト（２・３年）
29 (金）英語検定（１次）

交通安全教室
４月15日(月)、手打駐在所の宮ノ前寛

明さんを講師に招き、交通安全教室を実
施しました。
今年度は、は

じめにパソコン
室で交通ルール
と自転車の安全
な利用に関する
ＤＶＤを視聴
し、交通安全に
関するお話をし
ていただきまし
た。信号機のあ
る交差点におけ
る自転車での渡
り方や、道路標
識の紹介、自転
車の整備と安全
点検等について
説明していただ
きました。
生徒からは、

「自転車はよく
乗るので、ブレ
ーキに気をつけ
たいと思いまし
た。特に、坂を
下りる時はスピ
ードの出し過ぎに気をつけたいです。」「自
転車にライトがついていなかったので、
ライトをつけようと思います。また、タ
イヤの空気が抜けてしまったら、すぐに
入れたいです。」「自転車に乗ると危険と
いう言葉が印象的でした。道路を歩く人
も気をつけないといけないと思いました。
特に島は信号がないので気をつけます。」
といった感想がありました。

紙製マスクをいただきました
４月17日（金）、大阪市の一般社団法人「日
本危機管理機構」の迫田一誠様より、生徒全
員に紙製マスクが寄贈されました。迫田様は、
片野浦出身の方で、甑島の子供たちに何かし
てあげたいというお気持ちから、マスクを寄
贈して下さったそうです。マスクは生徒 1 人
あたり、３枚ずつ配付いたしました。生徒は
皆、喜んでおりました。心より感謝申し上げ
ます。




